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＜質問コーナー＞ 
【Ｑ】お子様には、なぜ「自己調整学習」という

学びが重要になってくるのかという問いを立て、 

【Ａ】その答えとして、「自己調整学習」が「主体
的な学び」の実現を図るうえでの鍵となること。
お子様が今、学んでいる学習指導要領において、
教育の目標として整理された資質・能力の３つの
柱の１つに、学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性等の涵養」があること。
また、ＯＥＣＤが策定した、よりよい社会を実現
するために求められ学びの中心的概念として、 
「エージェンシー」が位置づけられていること。
そして「非認知能力」と合せたこれらの「見えな
い力」が、これからの時代を担っていくお子様に
とって必要になってくるチカラだということをお
伝えしています。その上で、次の２点について、
お子様に問いを投げかけています。ご家庭でもお
子様と考えていただける機会になれば幸いです。 
□知識・技能の習得＝ペーパーテストの成績、つ
まり「認知能力」だけに関心が向いている。 

□鳴尾高校での学び＝偏差値を上げるため、 つま
り大学受験のためだと思っている。 

【鳴高トピックス】 ※詳しくはＨＰで♪ 
back number 
☑ 異文化交流会 学科１～３年生 

（R6.12.5 水） 
留学生６名をお招きし、学科縦割り３グループの
ローテーションで各国の文化や言語についてお
話をしていただきました。学科生徒が司会進行
を務め、質疑応答では大いに盛り上がりました。 

☑ 修学旅行平和学習 普通科２年生 
 （R6.12.5 水） 

武庫川女子大学のメディアホールをお借りして、
映画「島守の塔」を鑑賞する等、沖縄・石垣島修
学旅行の事前学習を実施しました。 

☑ 普通科沖縄・石垣島修学旅行 普通科２年生 

（R6.12.10 火～12.13 金） 
 学科英国研修旅行 学科２年生 

（R6.12.10 火～12.17 火） 
両行程とも、全日程を無事終了しました。 

☑ ひょうご起業ゼミ １年生全員 

（R6.12.9 月･12 木･16 月）２h×３日 
兵庫県の「若年層向けアントレプレナーシップ教
育プログラム導入事業」として実施しました。 

☑ 第 44 回近畿高等学校空手道大会出場 
男子団体組手（R6.12.25 水） 

☑ 令和７年度全国高等学校総合文化際美
術・工芸部門、兵庫県代表に正式決定 

 ＰＴＡにご協力いただき作っていただいた横断幕
を、本館校舎正面に掲げています。 

future 
☑ 大学入学共通テスト 

（R7.1.18 土、19 日） 

＜質問コーナーの用語解説＞ 
「学びに向かう力、人間性等」とは 

 主体的に学習に取組む態度も含めた学びに向かう力
や、自己の感情や行動を抑制する力、よりよい生活や人
間関係を主体的に形成する態度等で、自分の思考や行
動を客観的に把握し認識する、いわゆる「メタ認知」にか
かわる力を含む。また、多様性を尊重する態度や互いの
よさを生かして協働する力、持続可能な社会づくりに向け
た態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや
思いやりなどの人間性等に関するものも幅広く含む。  

「エージェンシー」とは 

 OECD（経済協力開発機構）は、よりよい社会を実現す
るために求められる学びの枠組みとして、「The OECD 
Learning Compass 2030」を策定。「自ら考え、主体的に行
動して、責任をもって社会変革を実現していく力」を、子ど
もたちへの育成を目指す資質・能力として定義し、それら
を育む学習過程として、「見通し・行動・振り返り」のサイク
ルを示した。そのサイクルを回していく原動力として、「自
ら考え、主体的に行動する資質・能力」といった意味の
「エージェンシー」を位置づけた。  

「非認知能力」とは 

 知能検査や学力テストなどで測定される、数値で表せる
能力を「認知能力」と言うのに対し、自制心や誠実性、好
奇心や協調性、やり抜く力などの情緒や社会性に関する
数値で表しにくい能力を「非認知能力」という。非認知能
力は OECD が個人の幸福（ウェルビーイング）と社会の発
展を牽引する技能として、その重要性を提唱する「社会情
動的スキル」とほぼ同義と考えられる。 
 否認値能力は、よりよい人生を送るために必要な資質・
能力として注目されている。 

ご家庭の皆さまには様々なお力添えをいただき
ましたこと、この場を借りて感謝申し上げま
す。鳴高生のためになることであれば、「すぐや
る、かならずやる、できるまでやる」をモット
ーに新年も気持ちを新たに取組んで参ります。 
謹賀新年 今年もどうぞよろしくお願いいたします 

引用文献：ＶＩＥＷｎｅｘｔ 2024 8 月号 （Benesse） 
特集『なぜ育む？「見えない力」』 


